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郭
象
の
実
践
倫
理
思
想
は
じ
め
に
西
晋
の
郭
象
(
二
五
二
1
一
ニ
士
己
、
字
は
子
玄
、
河
南
(
現
在
の
{i-
河
南
省
)
の
人
で
あ
る
。
彼
は
有
名
な
清
談
家
で
あ
る
が
、
ま
た
、
政
治
の
世
界
に
も
足
を
踏
み
入
れ
た
。
彼
は
向
秀
の
『
荘
子
隠
解
』
に
対
し
て
、
「
述
而
庚
む
」
と
い
う
形
を
取
っ
て
「
荘
子
注
』
を
作
り
、
制
自
分
の
思
想
体
系
を
打
ち
建
て
、
人
々
に
「
王
弼
の
亜
」
と
称
さ
れ
た
醐
郭
象
は
「
物
各
自
生
」
(
「
荘
子
注
』
脅
物
論
篇
注
五
O
頁
、
以
下
側
『
荘
子
注
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、
そ
の
篇
名
の
み
を
あ
げ
一
位
)
と
主
蛾
張
し
つ
つ
、
同
時
に
「
夫
仁
義
者
、
人
之
性
也
」
(
天
運
篇
注
五
一
九
の
頁
)
と
唱
え
て
「
自
然
」
と
「
道
徳
」
と
を
統
一
す
る
思
想
を
提
唱
靴
し
た
。郭
象
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
を
一
括
し
て
見
る
と
、
次
の
事
が
l
知
ら
れ
る
。
中
国
に
於
て
は
全
般
的
研
究
の
ほ
か
倫
理
思
想
の
専
門
許
建
良
研
究
も
少
な
く
は
な
い
が
、
「
名
教
即
自
然
」
で
郭
象
思
想
の
特
徴
を
概
括
す
る
も
の
が
概
ね
で
あ
る
。
日
本
に
於
て
は
倫
理
思
想
の
専
門
研
究
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
全
般
的
研
究
の
中
で
倫
理
、
道
徳
思
想
の
内
容
に
関
係
す
る
も
の
は
多
川
。
乙
れ
は
勿
論
、
参
考
資
料
と
し
て
有
益
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
倫
理
思
想
に
お
け
る
全
面
的
で
か
つ
精
密
な
る
体
系
的
な
研
究
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
ま
だ
不
十
分
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
倫
理
思
想
の
一
側
面
と
し
て
の
実
践
倫
理
思
想
を
取
上
げ
て
、
こ
れ
を
社
会
に
対
す
る
道
徳
教
化
と
個
人
に
お
け
る
道
徳
修
養
と
い
う
こ
つ
の
側
面
か
ら
体
系
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
2 
社
会
に
対
す
る
道
徳
教
化
|
|
「
習
い
て
以
て
性
を
成
す
」
総
体
的
に
言
え
ば
「
道
在
自
然
、
非
可
言
致
者
也
」
(
知
北
遊
篇
注
七
三
一
頁
)
と
見
え
る
よ
う
に
郭
象
は
、
道
と
は
言
葉
で
教
え
る
乙
と
に
よ
っ
て
は
到
達
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
言
性
各
有
分
、
故
知
者
守
知
以
待
終
、
而
愚
者
抱
愚
以
至
死
、
出
旦
有
能
中
易
其
性
者
也
」
(
費
物
論
篇
注
五
九
頁
)
と
見
え
る
よ
う
に
後
天
的
に
人
為
的
な
行
為
を
加
え
て
そ
の
性
を
変
え
よ
う
と
し
て
も
無
意
義
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
夫
長
者
不
局
有
齢
、
短
者
不
同
局
不
足
、
此
則
餅
賛
皆
出
於
形
性
、
非
仮
物
也
。
然
餅
血
(
不
勝
、
其
性
各
足
、
・
j
」
(
餅
栂
篇
注
=
二
ニ
頁
)
と
見
え
る
よ
う
に
、
性
は
本
分
を
持
ち
自
足
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
一
見
す
る
と
こ
ろ
、
郭
象
は
道
徳
教
化
の
必
要
性
と
可
能
性
と
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
実
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
故
聖
人
行
不
言
之
教
」
に
対
し
て
「
任
其
自
行
、
斯
不
言
之
教
也
」
(
知
北
遊
篇
注
七
三
一
頁
)
と
注
釈
す
る
よ
う
に
、
「
其
の
自
ず
か
ら
行
う
こ
と
に
任
せ
る
」
と
い
う
教
化
が
あ
る
こ
と
を
彼
は
、
強
調
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
道
徳
教
化
に
つ
い
て
の
郭
象
の
見
解
を
見
て
み
よ
う
。
(
ご
教
化
の
根
拠
|
|
「
自
然
の
理
に
積
習
し
て
成
る
も
の
あ
り
」
塑
論
的
に
は
人
間
の
本
性
は
自
足
し
て
お
り
、
外
的
補
充
の
必
要
が
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
践
的
に
は
本
性
は
常
に
完
全
な
状
態
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
外
か
ら
来
る
影
響
を
受
け
る
と
さ
れ
る
。
人
生
市
静
、
天
之
性
也
。
感
物
而
動
、
性
之
欲
也
。
物
之
感
人
無
窮
、
人
之
逐
欲
無
節
、
則
天
理
滅
失
。(
大
宗
師
篤
注
二
三
O
頁
)
こ
れ
は
『
謎
記
」
柴
記
篇
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
万
物
の
世
界
に
於
て
そ
の
一
員
と
し
て
の
人
間
は
他
の
物
か
ら
来
る
影
響
な
ど
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
、
本
性
の
軌
道
か
ら
離
脱
す
る
危
険
性
を
有
す
る
、
つ
ま
り
、
「
物
に
感
じ
て
動
く
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
乙
の
意
味
で
道
徳
教
化
に
必
要
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
郭
象
は
、
自
然
の
道
理
に
は
本
来
自
足
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
と
も
考
え
て
い
た
。
夫
自
然
之
理
、
有
積
習
而
成
者
。
蓋
階
近
以
至
透
、
研
粗
以
至
精
、
故
乃
七
重
而
後
及
無
之
名
、
九
重
而
後
疑
無
是
始
也
。
(
大
宗
師
篇
注
二
五
七
頁
)
言
天
下
之
物
、
未
必
皆
自
成
也
、
自
然
之
理
、
亦
有
須
冶
鍛
而
烏
器
者
耳
。
(
向
上
二
八
O
頁
)
言
物
雄
有
性
、
亦
須
数
習
而
後
能
耳
。
(
達
生
篇
注
六
回
二
頁
)
人
間
の
行
為
が
基
づ
く
自
然
の
道
理
に
は
生
ま
れ
つ
き
の
完
全
無
欠
な
も
の
で
は
な
く
、
後
天
的
積
み
重
ね
が
欠
か
せ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
人
間
に
は
自
身
の
範
閤
内
で
そ
の
本
性
を
完
全
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
的
条
件
の
利
用
な
ど
が
欠
か
せ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
個
体
の
知
識
に
は
限
界
が
あ
り
、
全
て
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
が
「
知
ら
ざ
る
所
無
し
」
で
あ
り
う
る
の
は
、
「
物
の
知
を
用
い
る
」
こ
と
に
係
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
も
本
性
の
自
足
状
態
か
ら
離
れ
る
危
険
性
を
有
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
外
的
道
徳
教
化
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
道
徳
教
化
を
行
う
に
当
っ
て
そ
の
可
能
性
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
天
下
皆
不
願
矯
惑
、
及
其
矯
悪
、
或
迫
於
苛
役
、
或
迷
而
失
性
耳
。
然
迷
者
自
思
復
、
市
属
者
自
思
善
、
故
我
無
矯
而
天
下
自
化
。
(
天
地
篇
注
四
五
ニ
頁
)
夫
仁
義
者
、
人
之
性
也
。
(
天
運
篇
注
五
一
九
頁
)
和
本
性
の
中
に
仁
義
の
道
徳
素
質
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
は
「
悪
川
を
為
す
こ
と
を
願
わ
ず
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
万
一
「
迷
っ
て
性
を
舵
失
う
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
人
々
は
「
自
ら
復
を
思
う
」
・
「
自
鯉
ら
普
を
思
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
不
願
局
悪
」
・
「
白
期
思
復
」
・
「
自
思
善
」
と
い
う
点
に
於
て
道
徳
教
化
を
実
現
さ
せ
る
可
の
能
性
の
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
象郭
(
ニ
)
教
化
作
用
|
!
「
学
習
の
功
は
性
を
成
す
の
み
」
3 
理
論
上
の
「
自
然
の
理
に
積
習
し
て
成
る
も
の
あ
り
」
と
実
践
上
の
「
物
に
感
じ
て
動
く
は
性
の
欲
な
り
」
に
よ
っ
て
設
げ
ら
れ
た
教
化
の
必
要
性
と
、
個
体
の
「
不
願
矯
悪
」
・
「
自
思
復
」
・
「
自
思
善
」
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
教
化
の
可
能
性
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
教
化
の
実
践
に
現
実
的
根
拠
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
道
徳
教
化
作
用
に
つ
い
て
は
郭
象
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
、A
0
・刀
1
学
と
習
郭
象
の
思
想
に
於
て
学
と
習
と
は
二
つ
の
違
う
概
念
で
あ
る
。
凡
所
能
者
、
雌
行
非
矯
、
雄
習
非
昌
平
、
雄
一
盲
非
静
。
(
庚
桑
楚
篇
注
七
九
二
頁
)
習
と
は
個
体
の
本
性
に
あ
る
素
質
を
完
全
に
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
学
に
つ
い
て
は
郭
象
は
『
荘
子
』
の
「
撃
者
、
撃
其
所
不
能
事
也
」
(
庚
桑
楚
篇
)
と
同
様
の
考
え
方
を
持
ち
、
個
体
の
素
質
に
備
わ
っ
て
い
な
い
も
の
を
そ
の
素
質
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
郭
象
は
個
体
の
素
質
に
基
か
な
い
学
に
対
し
て
強
く
反
対
す
る
。
夫
無
心
者
、
人
事
亦
事
。
然
古
之
撃
者
震
己
、
今
之
皐
者
団
刷
人
、
其
弊
也
遂
至
乎
属
人
之
所
属
突
。
:
・
故
撃
者
非
局
幻
怪
也
、
幻
怪
之
生
必
由
於
昌
子
。
(
徳
充
符
篇
注
ニ
O
四
頁
)
但
能
聞
而
盤
者
、
非
自
至
耳
。
有
不
自
至
、
則
雄
聞
至
吾
一
尺
適
可
以
局
経
、
胡
可
得
至
哉
。
故
皐
者
不
至
、
至
者
不
撃
也
。
(
庚
桑
楚
篇
注
七
九
O
頁
)
A
崎
個
体
の
学
と
い
う
行
為
が
自
身
の
素
質
に
基
か
な
い
ま
ま
に
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
「
矯
人
之
所
属
」
と
い
う
悪
い
結
果
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
う
し
た
形
の
学
の
根
拠
が
個
体
に
な
い
か
ら
だ
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
よ
う
な
学
に
よ
っ
て
自
身
の
素
質
に
備
わ
っ
て
い
な
い
部
分
を
成
就
さ
せ
る
の
は
良
い
や
り
方
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
聞
き
て
学
ぶ
」
と
い
う
の
も
最
高
の
境
地
に
到
達
で
き
な
い
、
こ
れ
は
個
体
が
自
ら
行
為
を
発
す
る
意
志
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
此
言
物
各
有
性
、
教
撃
之
無
益
也
。
:
:
:
古
不
在
今
、
今
事
己
盤
、
故
絶
筆
任
性
、
輿
時
愛
化
而
後
至
濡
。
(
天
道
篇
注
四
九
一
，
、
，
四
九
二
頁
)
故
障
干
之
普
者
、
其
唯
不
皐
乎
。
(
知
北
遊
篇
注
七
六
O
頁
)
個
体
に
と
っ
て
自
身
の
素
質
に
基
か
な
い
学
は
無
益
で
あ
り
、
こ
れ
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
学
は
学
ば
な
い
に
限
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
2
習
得
と
性
郭
象
は
個
体
の
素
質
に
基
か
な
い
学
に
対
し
て
は
強
く
反
対
し
た
が
、
本
性
を
成
就
さ
せ
る
作
用
を
持
つ
習
に
つ
い
て
は
肯
定
し
て
い
司
令
。
夫
積
習
之
功
局
報
、
報
其
性
、
不
報
其
局
也
。
然
則
皐
習
之
功
、
成
性
市
己
、
出
旦
矯
之
哉
。
彼
有
彼
性
、
故
使
習
彼
。
・
・
夫
穿
井
所
以
通
泉
、
吟
詠
所
以
適
性
。
無
泉
則
無
所
穿
、
無
性
則
無
所
詠
、
而
世
皆
忘
其
泉
性
之
自
然
、
徒
識
穿
詠
之
末
功
、
因
欲
持
而
有
之
、
不
亦
妄
乎
。(
列
禦
冠
篇
注
一
O
四
三
i
一
O
四
四
頁
)
こ
こ
で
の
「
積
習
」
と
「
撃
習
」
と
は
同
じ
概
念
で
あ
り
、
重
ん
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
習
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
学
と
い
う
乙
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
教
化
を
通
じ
て
の
習
得
(
使
習
彼
)
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
本
性
を
成
就
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
性
を
成
就
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
新
し
い
性
を
作
る
の
で
は
な
く
、
本
来
所
有
す
る
性
を
完
全
に
開
発
し
、
完
全
無
欠
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
ま
た
、
本
性
を
成
就
さ
せ
る
規
準
は
個
体
に
よ
っ
て
違
う
も
の
で
、
同
じ
規
準
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
個
々
の
事
物
の
本
性
が
自
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
。
夫
以
形
相
封
、
則
大
山
大
於
秋
豪
也
。
若
各
挨
其
性
分
、
物
冥
其
極
、
則
形
大
未
局
有
飴
、
形
小
不
局
不
足
。
〔
有
各
足
〕
於
其
性
、
則
秋
豪
不
調
小
其
小
、
而
大
山
不
濁
大
其
大
突
。
若
以
性
足
掛
同
大
、
則
天
下
之
足
、
未
有
過
於
秋
豪
也
。
〔
若
〕
性
足
者
〔
非
〕
大
、
則
雄
大
山
亦
可
稽
小
突
。
・
:
:
荷
足
於
天
然
而
安
其
性
命
、
故
雄
天
地
未
足
局
審
而
輿
我
並
生
、
高
物
未
足
鋳
異
而
輿
我
同
得
。
則
天
地
之
生
文
何
不
並
、
寓
物
之
得
又
何
不
一
哉
。
(
費
物
論
篇
注
八
一
頁
)
教
化
を
通
じ
て
の
習
得
と
は
本
性
を
成
就
さ
せ
る
作
用
を
持
つ
が
、
こ
う
し
た
作
用
は
性
分
の
境
界
を
越
え
て
い
な
い
も
の
で
、
性
分
の
範
囲
内
に
本
性
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
郭
象
の
教
化
を
通
じ
て
習
得
す
る
と
い
う
考
え
は
、
本
性
が
自
足
し
て
い
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
出
さ
れ
た
結
論
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
3
習
得
と
自
然
郭
象
は
「
夫
物
未
有
無
自
然
者
也
」
(
徐
無
鬼
篇
注
八
七
三
頁
)
と
言
っ
て
、
個
々
の
事
物
に
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
教
化
の
目
的
は
、
個
々
の
物
を
し
て
自
然
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
(
道
元
問
、
問
元
臆
。
)
絶
撃
去
数
、
而
蹄
於
自
然
之
意
也
。
(
知
北
遊
篇
注
七
五
八
頁
)
許川
習
以
成
性
、
遂
若
自
然
。
(
達
生
篇
注
六
四
ニ
頁
)
蹴
人
の
本
性
に
基
か
な
い
学
と
教
化
と
は
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
慨
あ
る
。
ま
た
、
本
性
に
基
づ
く
教
化
に
よ
っ
て
そ
の
性
を
完
全
無
欠
耕
に
成
就
き
せ
よ
う
と
す
る
行
為
は
有
為
的
な
行
為
で
は
な
く
、
自
然
ゆ
な
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
「
性
傷
市
能
改
者
、
亦
自
然
也
」
(
大
和
宗
師
篇
注
二
八
一
頁
)
と
い
う
考
え
方
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
郭
象
は
本
性
に
基
か
な
い
学
と
教
化
に
反
対
す
る
一
方
、
習
5
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
習
と
は
本
来
本
性
と
し
て
持
た
な
い
素
質
を
そ
の
本
性
に
無
理
や
り
に
加
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
本
性
の
本
来
の
素
質
を
完
全
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
郭
象
の
場
合
に
は
習
と
し
て
の
教
化
、
或
い
は
本
性
に
基
づ
く
教
化
と
は
外
的
な
物
で
外
因
に
属
す
る
の
で
あ
り
、
本
性
の
素
質
と
は
内
的
な
物
で
内
因
に
属
す
る
の
で
あ
り
、
内
外
両
因
の
統
一
と
し
て
教
化
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
我
々
は
郭
象
の
「
習
以
成
性
」
の
教
化
作
用
と
「
蹄
於
自
然
」
の
教
化
目
的
に
関
す
る
深
い
洞
察
を
知
る
の
で
あ
る
。
2
3
教
化
対
象
|
|
「
材
を
棄
つ
る
こ
と
無
し
」
教
化
対
象
に
於
て
老
子
と
荘
子
は
「
人
を
棄
つ
る
こ
と
無
し
」
と
主
張
し
た
が
、
他
方
、
孔
子
も
教
化
が
全
て
の
人
々
に
向
か
う
べ
き
だ
と
し
た
。
郭
象
は
こ
う
し
た
儒
道
両
家
の
流
れ
の
特
徴
を
継
承
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
1
人
の
知
力
郭
象
は
、
人
は
個
々
の
知
力
に
於
て
差
異
が
あ
る
と
し
た
。
(
去
小
知
市
大
知
明
)
小
知
自
私
、
大
知
任
物
。
(
外
物
篇
注
九
三
五
頁
)
夫
是
我
而
非
彼
、
美
己
而
悪
人
、
自
中
知
以
下
、
至
於
昆
晶
、
莫
不
皆
然
。
(
徳
充
符
篇
注
一
九
一
頁
)
故
中
知
以
下
、
莫
不
外
飾
其
性
以
舷
惑
衆
人
、
悪
直
醜
正
、
蕃
引
。
(
在
宥
篇
注
三
七
六
頁
)
，
hu 
「
中
知
」
に
つ
い
て
、
鴻
友
蘭
氏
は
「
有
中
等
知
識
的
人
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
余
地
が
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
、
「
中
知
」
と
は
後
天
的
に
身
に
つ
げ
ら
れ
た
知
識
で
は
な
く
、
先
天
的
知
力
と
い
っ
た
角
度
か
ら
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
は
知
力
上
に
生
ま
れ
つ
き
の
大
・
中
・
小
の
隔
た
り
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
2
人
と
貴
賎
人
の
知
力
に
は
大
・
中
・
小
の
差
異
が
あ
る
と
し
て
も
、
生
理
上
に
は
隔
た
り
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
言
物
無
貴
賎
、
未
有
不
由
心
知
耳
目
以
自
適
者
也
。
(
在
宥
篇
注
一
五
二
頁
)
故
人
無
貴
賎
、
事
無
民
偽
、
有
殺
聖
法
、
則
天
下
呑
聾
而
闇
服
之
:
。
(
肱
箆
篇
注
三
四
九
頁
)
生
理
上
に
於
て
人
は
人
な
り
の
心
、
知
、
耳
目
な
ど
を
持
つ
の
で
あ
る
。
人
は
元
来
、
貴
賎
の
差
別
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
社
会
面
に
於
て
郭
象
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
聖
人
と
衆
人
と
の
区
別
が
畢
寛
存
在
す
る
と
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
衆
人
の
範
囲
内
に
於
て
そ
の
道
徳
水
準
が
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
夫
民
之
徳
、
小
異
而
大
同
」
(
馬
蹄
篇
注
三
三
四
頁
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
郭
象
は
教
化
対
象
に
つ
い
て
「
無
棄
材
」
と
い
う
考
え
を
提
出
し
た
。
郭
象
は
「
比
於
〔
大
〕
淳
、
百
材
皆
度
。
」
に
「
無
棄
材
也
」
(
則
陽
篇
注
九
一
二
頁
)
と
注
釈
し
た
。
こ
れ
は
簡
略
に
過
ぎ
て
分
か
り
に
く
い
が
、
成
玄
英
の
疏
の
「
比
、
警
也
。
度
、
量
也
。
夫
康
大
皐
津
、
材
綴
極
多
、
随
材
量
用
、
必
無
棄
郷
。
大
人
取
物
、
其
義
亦
然
」
と
い
う
解
釈
は
郭
象
注
へ
の
理
解
に
参
考
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
大
人
が
行
う
教
化
の
根
拠
は
衆
人
の
側
に
あ
り
、
大
人
自
身
の
需
要
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
百
姓
之
心
、
形
撃
也
。
大
人
之
敬
、
影
響
也
。
大
人
之
於
天
下
何
心
哉
。
猶
影
響
之
隠
形
聾
耳
。
(
在
宥
篇
注
三
九
五
頁
)
教
化
は
衆
人
の
需
要
に
よ
っ
て
行
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
於
て
彼
は
荘
子
の
考
え
を
完
全
に
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
人
に
は
知
力
面
で
大
・
中
・
小
の
差
異
が
あ
り
、
社
会
面
で
聖
人
と
衆
人
と
の
区
別
が
あ
る
が
、
人
は
元
よ
り
人
格
面
で
は
貴
賎
の
差
別
が
な
い
の
で
あ
る
。
教
化
に
即
し
て
言
え
ば
、
聖
人
が
行
う
教
化
は
衆
人
に
向
か
う
も
の
の
、
衆
人
こ
そ
そ
の
教
化
の
根
拠
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
衆
人
の
道
徳
水
準
は
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
か
ら
、
衆
人
は
全
て
教
化
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
の
点
に
於
て
彼
は
王
弼
と
同
じ
よ
う
に
儒
道
両
家
の
考
え
を
受
け
つ
い
だ
の
で
あ
る
。
四
)
教
化
自
体
の
調
整
・
制
御
|
|
「
教
え
は
彼
の
性
に
因
る
」
道
徳
教
化
の
実
行
は
自
身
の
範
囲
内
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
社
会
全
般
に
及
ん
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
完
全
と
は
雪
一
口
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
乙
で
社
会
全
体
の
連
携
に
於
て
教
化
自
体
を
制
御
し
調
整
す
る
と
い
う
問
題
が
浮
び
上
が
る
。
1
教
化
と
刑
罰
刑
者
、
治
之
健
、
非
我
筋
。
(
大
宗
師
篇
注
二
三
八
頁
)
侃
自
然
之
能
以
局
己
功
者
、
逃
天
者
也
、
故
刑
毅
及
之
。
(
列
禦
短
篇
注
一
O
四
五
頁
)
刑
罰
と
は
治
世
の
主
要
な
手
段
で
あ
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
の
は
有
為
的
な
行
為
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
刑
法
そ
の
も
の
に
よ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
郭
象
は
刑
罰
を
否
定
し
て
は
い
な
い
が
、
教
化
を
制
御
し
調
整
す
る
手
段
と
し
て
刑
法
を
主
な
位
置
に
置
く
も
の
と
剖
思
わ
れ
る
。
(
夫
聖
人
者
、
天
下
之
所
尚
也
。
若
乃
絶
其
所
尚
而
守
其
素
朴
、
棄
問
其
禁
令
而
代
以
寡
欲
、
此
所
以
措
撃
聖
人
市
我
素
朴
自
全
、
縦
慨
舎
盗
賊
市
彼
姦
自
息
也
。
故
古
人
有
一
盲
目
、
閑
邪
存
誠
、
不
在
蛾
善
察
。
息
淫
去
輩
、
不
在
厳
刑
。
此
之
謂
也
。
必
(
肱
箆
篇
注
三
四
九
頁
)
較
し
か
し
な
が
ら
、
刑
法
と
は
畢
寛
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
の
欲
望
を
制
限
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
目
的
を
完
全
に
達
す
る
7
乙
と
が
で
き
な
い
、
そ
れ
故
に
個
体
に
欲
望
を
根
底
か
ら
制
限
す
る
純
朴
を
守
る
自
覚
性
を
啓
発
さ
せ
る
こ
と
が
よ
り
賢
明
な
や
り
方
と
な
る
。
徳
者
、
人
之
綱
要
。
非
徳
而
成
者
、
不
可
謂
立
。
(
天
地
篇
注
四
O
八
頁
)
淡
然
無
欲
、
柴
足
於
所
遇
、
不
以
修
牒
馬
貴
、
而
以
道
徳
爵
袋
、
:
:
:
軽
爵
藤
而
重
道
徳
、
超
然
坐
忘
、
不
賢
策
之
在
身
、
故
使
王
公
失
其
所
以
矯
宜
問
。
(
則
陽
篇
注
八
七
九
頁
)
故
放
心
於
道
徳
之
問
、
蕩
然
無
不
嘗
、
而
瞭
然
無
不
適
也
。
(
徳
充
符
篇
注
一
九
二
頁
)
道
徳
と
は
人
の
綱
要
で
あ
り
、
刑
罰
・
刑
法
よ
り
も
重
要
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
道
徳
の
軌
道
に
沿
っ
て
行
動
し
、
不
適
宜
が
な
け
れ
ば
、
正
当
に
な
る
わ
げ
で
あ
る
。
郭
象
は
刑
罰
・
刑
法
よ
り
も
道
徳
を
制
御
し
調
整
す
る
手
段
と
し
た
乙
と
は
言
う
ま
で
も
な
し
。
2
教
化
と
人
の
本
性
自
外
入
者
、
大
人
之
化
也
。
由
中
出
者
、
民
物
之
性
也
。
性
各
得
正
、
放
民
無
違
心
。
化
必
至
公
、
故
主
無
所
執
。
(
則
陽
篇
注
九
一
O
頁
)
由
中
出
者
、
聖
人
之
道
也
、
外
有
能
受
之
者
乃
出
耳
。
由
外
入
者
、
銀
事
以
成
性
者
也
。
雄
性
可
皐
成
、
然
要
嘗
内
有
其
質
、
若
無
主
於
中
、
則
無
以
蕨
聖
道
也
。
(
天
運
篇
注
五
一
八
頁
)
8
道
徳
教
化
の
根
拠
は
教
化
客
体
(
教
え
ら
れ
る
者
)
に
あ
る
も
の
で
、
教
化
主
体
(
教
え
る
者
)
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
教
化
の
社
会
的
効
果
は
必
ず
教
え
ら
れ
る
者
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
教
化
客
体
か
ら
す
る
と
、
教
化
主
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
教
化
が
自
身
に
作
用
す
る
か
ど
う
か
は
自
身
の
内
的
素
質
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
客
体
に
道
徳
教
化
を
受
げ
入
れ
る
内
的
素
地
が
な
げ
れ
ば
、
明
ら
か
に
道
徳
教
化
は
そ
の
客
体
に
作
用
し
な
い
わ
け
で
あ
る
。
客
体
の
内
的
素
地
と
は
道
徳
教
化
か
ら
来
る
情
報
を
保
存
す
る
倉
庫
で
あ
り
、
そ
の
情
報
と
は
個
体
自
身
の
本
性
の
自
足
状
態
を
保
つ
食
糧
と
し
て
喰
え
ら
れ
る
。
内
的
素
地
が
な
け
れ
ば
、
道
徳
教
化
か
ら
来
る
情
報
を
保
存
で
き
な
い
と
共
に
自
分
自
身
の
本
性
の
自
足
状
態
の
維
持
も
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
「
物
採
之
而
後
出
耳
、
非
先
物
而
唱
也
」
(
天
地
篇
注
四
二
一
頁
)
と
見
え
る
よ
う
に
、
聖
人
の
教
化
は
、
客
体
の
需
要
に
基
づ
か
ず
に
自
分
自
身
の
考
え
を
先
立
て
て
唱
え
る
と
い
う
よ
う
な
無
理
や
り
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
必
ず
客
体
の
需
要
に
応
じ
て
行
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
外
に
能
く
之
を
受
け
る
者
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
出
づ
る
の
み
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
数
因
彼
性
、
故
非
撃
也
。
彼
意
自
然
、
故
承
而
用
之
、
則
夫
高
物
各
全
其
我
。
(
外
物
篇
注
九
三
八
1
九
三
九
頁
)
聖
人
無
詑
敬
、
而
云
不
寝
不
食
以
思
者
何
。
夫
思
而
後
通
、
習
而
後
能
者
、
百
姓
皆
然
也
。
聖
人
無
事
市
不
輿
百
姓
同
事
、
事
同
則
形
岡
。
是
以
見
形
以
矯
己
、
唯
故
謂
聖
人
亦
必
勤
思
而
力
事
、
此
百
姓
之
情
也
。
故
用
其
情
以
敬
之
、
則
聖
人
之
教
因
彼
以
教
彼
、
安
容
詑
哉
。
(
『
論
語
僅
略
』
衛
霊
公
篇
)
教
化
の
原
則
と
し
て
は
「
教
え
は
彼
の
性
に
因
る
」
、
つ
ま
り
、
客
体
の
本
性
に
基
づ
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
客
体
の
本
性
に
基
づ
く
教
化
は
学
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
学
は
客
体
の
需
要
に
基
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
教
化
は
客
体
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
受
け
て
実
際
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
教
化
は
各
客
体
に
そ
れ
ら
の
特
徴
を
切
捨
て
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
そ
れ
ら
を
失
わ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
客
体
の
本
性
に
基
づ
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
彼
の
性
に
因
」
る
の
は
た
だ
「
因
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
承
け
て
之
を
用
」
い
る
の
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
教
化
客
体
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
完
全
に
発
揮
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
教
化
主
体
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
「
因
る
」
行
為
は
受
動
的
性
質
を
持
つ
も
の
で
、
教
化
主
体
が
「
因
る
」
と
い
う
原
則
を
守
る
の
は
、
正
に
主
体
と
し
て
の
責
任
と
義
務
な
の
で
あ
る
。
一
方
、
教
化
客
体
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
客
体
自
身
は
主
体
の
「
因
る
」
行
為
の
拠
所
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
客
体
自
身
の
行
為
に
全
く
制
限
が
な
い
わ
げ
で
は
な
い
。
主
体
の
「
用
い
る
」
行
為
は
客
体
の
行
為
に
受
動
性
を
賦
与
す
る
こ
と
か
ら
、
客
体
の
行
為
に
は
多
少
の
制
限
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
於
て
主
体
の
行
為
は
客
体
に
「
因
る
」
と
い
う
前
提
の
下
で
は
あ
る
が
、
主
動
性
を
帯
び
て
く
る
。
「
用
い
る
」
と
は
主
体
よ
り
発
し
た
行
為
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
因
其
性
而
任
之
則
治
、
反
其
性
而
凌
之
則
乱
。
(
在
宥
篇
注
三
九
八
頁
)
因
而
就
任
之
、
不
去
其
本
也
。
(
向
上
回
O
二
貝
)
故
善
用
人
者
、
使
能
方
者
局
方
、
能
園
者
矯
園
、
各
任
其
所
能
:
:
。
(
肢
障
匹
篇
注
三
五
五
頁
)
個
体
の
本
性
に
基
づ
い
て
教
化
を
行
う
な
ら
ば
、
そ
の
個
体
が
修
ま
る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
、
個
体
の
本
性
を
無
視
し
て
根
拠
な
し
に
教
化
を
行
う
な
ら
ば
、
そ
の
個
体
が
乱
れ
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
個
体
の
事
情
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
個
体
を
治
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
教
化
の
根
本
で
あ
る
。
ま
た
各
個
体
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
は
違
っ
て
お
り
、
そ
の
違
う
事
情
に
注
目
し
な
が
ら
具
体
的
な
教
化
を
行
お
剖
う
と
す
る
の
も
客
体
の
本
性
に
基
づ
く
教
化
の
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
(
り
、
方
と
固
と
は
違
う
性
格
を
持
ち
、
そ
の
違
う
性
格
は
そ
れ
ぞ
れ
即
の
本
性
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
本
性
の
し
か
細
ら
し
む
る
と
と
ろ
を
完
全
な
ら
し
め
る
こ
と
が
教
化
の
役
割
な
の
で
期
あ
る
。
こ
う
し
た
彼
の
「
承
而
用
之
」
と
い
う
考
え
は
王
弼
の
「
因
m
物
而
用
」
な
ど
の
考
え
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
和
以
上
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
道
徳
教
化
の
必
要
性
は
教
化
客
体
の
本
性
の
「
感
物
而
動
」
と
い
う
特
性
か
ら
来
る
も
の
で
、
客
体
の
本
9
性
に
仁
義
の
道
徳
素
質
が
備
わ
る
こ
と
が
そ
の
必
要
性
の
実
践
に
可
能
性
を
与
え
る
と
共
に
そ
の
可
能
性
の
保
持
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
教
化
作
用
は
客
体
の
本
性
を
十
全
に
発
展
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
原
則
と
は
客
体
の
本
性
に
基
づ
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
教
化
を
行
う
根
拠
と
は
客
体
の
需
要
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
郭
象
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
教
化
は
強
制
的
な
「
先
物
市
唱
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
終
始
、
客
体
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
「
受
道
之
質
」
と
「
習
以
成
性
」
と
を
強
調
す
る
が
、
乙
れ
は
本
性
の
本
来
の
素
質
を
完
全
に
発
展
さ
せ
、
或
い
は
そ
の
完
全
性
を
拡
充
さ
せ
る
も
の
で
、
性
分
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
郭
象
の
考
え
は
道
徳
教
化
の
可
能
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
性
分
を
廻
る
考
え
方
は
そ
の
可
能
性
の
範
囲
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
外
的
努
力
と
主
体
の
主
動
性
な
ど
は
個
体
の
性
分
に
制
限
さ
れ
、
性
分
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
が
消
極
的
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
個
人
に
お
け
る
道
徳
修
養
|
|
「
生
は
養
を
以
て
存
す
」
道
徳
実
践
に
於
て
郭
象
は
、
社
会
面
で
は
「
習
以
成
性
」
と
い
う
道
徳
教
化
を
設
け
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
、
個
人
面
で
は
「
生
以
養
存
」
と
い
う
道
徳
修
養
を
計
画
し
、
「
人
皆
自
修
而
不
治
天
下
、
則
天
下
治
失
:
・
・
・
」
(
在
宥
篇
注
三
八
一
頁
)
と
い
う
道
徳
修
養
の
社
会
。
的
価
値
と
意
義
と
を
示
し
た
。
(
一
)
修
養
の
内
容
|
|
「
生
は
養
を
以
て
存
す
」
実
際
生
活
の
中
で
道
徳
修
養
と
養
生
と
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
生
命
は
修
養
と
不
可
分
な
の
で
あ
る
。
夫
生
以
養
存
、
則
養
生
者
、
理
之
極
也
。
若
乃
養
過
其
極
、
以
養
傷
生
、
非
養
生
之
主
也
。
(
養
生
主
篇
注
一
一
五
頁
)
所
裏
之
分
、
各
有
極
也
Oi---
冥
極
者
、
任
其
至
分
而
無
事
録
之
加
。
是
故
雄
負
寓
鈎
、
有
嘗
其
所
能
、
則
忽
然
不
知
重
之
在
身
。
雄
膝
高
機
、
浪
然
不
質
事
之
在
己
。
此
養
生
之
主
也
。(
向
上
)
養
生
と
は
自
分
自
身
の
性
分
の
範
囲
内
で
為
さ
れ
る
も
の
で
、
生
命
を
引
継
ぐ
た
め
の
手
段
な
の
で
あ
る
。
養
生
に
於
て
生
命
を
損
う
の
は
そ
の
養
生
が
性
分
と
い
う
極
限
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
知
道
者
、
知
其
無
能
也
。
無
能
也
、
則
何
能
生
我
。
我
自
然
而
生
耳
:
達
乎
斯
理
者
、
必
能
遣
過
分
之
知
、
遺
益
生
之
情
、
而
乗
愛
臆
権
、
故
不
以
外
傷
内
、
不
以
物
害
己
而
常
全
也
。
(
秋
水
篇
注
五
八
八
頁
)
人
之
生
也
、
理
自
生
失
、
直
莫
之
矯
而
任
其
自
生
、
斯
重
其
身
而
知
務
者
也
。
若
乃
忘
其
自
生
、
謹
而
狩
之
、
斯
軽
用
其
身
市
不
知
務
也
、
故
五
蔵
相
攻
於
内
而
手
足
残
傷
於
外
也
。
(
徳
充
符
篇
注
二
O
二
頁
)
人
間
は
「
自
然
に
し
て
生
ず
る
」
、
つ
ま
り
「
自
生
」
す
る
の
で
あ
る
。
養
生
に
於
て
「
其
の
自
生
に
任
せ
る
」
こ
と
は
賢
明
な
行
為
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
外
を
以
て
内
を
傷
つ
け
ず
、
物
を
以
て
己
を
害
せ
ず
し
て
常
に
全
な
り
」
と
い
う
こ
と
を
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。
逆
に
生
命
に
有
為
的
な
行
為
を
加
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
生
命
を
損
う
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
人
の
生
命
と
は
身
と
心
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
本
に
し
て
具
体
的
な
修
養
の
在
り
方
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
1
養
身
の
根
拠
|
|
「
身
と
は
汝
の
能
〈
有
す
る
所
に
あ
ら
ず
」
夫
身
者
非
汝
所
能
有
也
、
塊
然
市
自
有
耳
。
身
非
汝
所
有
、
而
況
〔
道
〕
哉
。
:
:
若
身
是
汝
有
者
、
則
美
悪
死
生
、
首
制
之
由
汝
。
今
気
爽
市
生
、
汝
不
能
禁
也
。
集
散
而
死
、
汝
不
能
止
也
。
明
其
委
結
而
自
成
耳
、
非
汝
有
也
。(
知
北
遊
篇
注
七
三
九
頁
)
身
は
自
ず
か
ら
に
有
す
る
も
の
で
、
意
識
的
に
こ
れ
を
有
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
人
間
の
生
死
が
気
の
「
衆
」
「
散
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
人
聞
は
気
の
「
爽
」
「
散
」
と
い
う
事
実
に
は
関
与
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
一
見
養
身
の
可
能
性
が
見
失
わ
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
事
実
を
変
更
で
き
な
い
と
し
て
も
、
生
死
の
意
義
を
決
定
す
る
権
限
は
養
身
に
あ
る
。
こ
れ
は
「
全
理
議
年
而
己
」
(
養
生
主
篇
注
一
一
七
頁
)
と
見
え
る
よ
う
に
養
身
の
意
義
が
「
護
年
」
に
あ
る
、
つ
ま
り
、
完
全
な
生
命
を
果
た
す
、
で
き
る
限
り
身
の
価
値
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
ヲ@。
理
論
上
に
於
て
自
ず
か
ら
に
有
す
る
身
は
自
足
す
る
も
の
で
、
人
為
的
な
附
加
は
厄
介
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
実
践
上
に
於
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
夫
物
情
無
極
、
知
足
者
鮮
。
故
得
〔
此
〕
不
止
、
復
逐
於
彼
。
皆
疲
役
終
身
、
未
厭
其
志
、
死
而
後
己
。
故
其
成
功
者
無
時
可
見
也
。
(
費
物
論
篇
注
六
O
頁
)
生
理
己
自
足
於
形
貌
之
中
、
但
任
之
則
身
存
。
(
徳
充
符
篇
注
二
ニ
二
頁
)
和
人
間
の
情
欲
は
限
り
な
く
、
自
分
の
持
ち
前
に
満
足
す
る
者
は
少
な
け
い
。
し
か
し
、
情
欲
に
従
う
な
ら
ば
、
結
果
と
し
て
身
を
傷
つ
け
る
膨
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
最
も
良
い
方
法
と
し
て
は
身
慨
に
任
せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
身
の
生
理
規
律
に
従
っ
て
行
動
し
、
意
鰯
識
的
行
為
を
し
な
い
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
の
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
養
身
の
実
現
は
可
能
に
な
る
の
で
轍
あ
る
。郭
象
は
気
の
「
衆
」
「
散
」
に
よ
っ
て
人
の
生
死
を
論
じ
、
人
の
生
l
理
規
律
に
従
っ
て
身
を
養
う
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
今
な
お
合
理
的
で
あ
り
、
積
極
的
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
身
の
「
自
有
」
は
「
塊
然
而
自
有
」
と
言
わ
れ
る
点
で
、
彼
の
考
え
に
玄
妙
不
明
と
い
う
色
彩
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
で
消
極
的
な
面
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
2
修
養
の
原
則
|
|
「
心
を
養
う
者
は
其
れ
唯
心
を
用
い
ざ
る
の
み
」
郭
象
は
物
質
面
に
於
て
養
身
を
重
視
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
精
神
面
に
於
て
養
心
を
強
調
し
て
い
る
。
夫
心
之
全
也
、
遺
身
形
、
忘
五
蔵
、
忽
然
猫
往
、
而
天
下
莫
能
離
。
(
徳
充
符
篇
注
一
八
八
頁
)
夫
神
全
心
具
、
則
憧
興
物
冥
。
輿
物
冥
者
、
天
下
之
所
不
能
遠
、
梁
但
一
園
而
己
哉
。
(
向
上
一
八
九
頁
)
養
心
と
は
心
を
全
う
す
る
こ
と
で
あ
る
。
心
の
完
全
さ
を
備
え
て
い
る
人
は
冥
な
る
境
地
に
達
し
、
「
物
」
と
一
体
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
人
々
の
親
し
み
慕
う
所
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
訳
で
養
心
は
養
身
よ
り
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
心
を
全
う
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
う
か
。
不
知
問
禍
之
所
由
、
由
乎
有
心
、
而
修
心
以
救
禍
也
。
(
徐
無
鬼
篇
注
八
七
一
頁
)
有
心
則
累
其
自
然
、
故
嘗
割
而
去
之
。
(
天
地
篇
注
四
O
七
頁
)
夫
心
以
用
傷
、
其
養
心
者
、
其
唯
不
用
心
乎
。
(
在
宥
篇
注
三
九
O
頁
)
今
4
災
禍
は
「
有
心
」
と
い
う
'
自
然
に
惇
る
も
の
か
ら
発
生
す
る
、
従
っ
て
「
有
心
」
は
除
き
去
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
災
禍
を
無
く
す
道
は
心
を
修
め
る
、
或
い
は
養
う
こ
と
で
あ
る
が
、
養
心
に
当
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
「
心
を
用
い
ざ
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
、
心
を
有
為
的
に
働
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
心
を
用
い
ざ
る
」
こ
と
の
根
本
は
、
「
天
地
亦
無
心
而
自
動
」
(
天
地
篇
注
四
二
六
頁
)
と
「
無
心
而
無
不
順
」
(
野
物
論
篇
注
九
六
頁
)
と
見
え
る
よ
う
に
「
無
心
」
で
あ
る
。
夫
任
自
然
而
忘
是
非
者
、
其
憧
中
濁
任
天
員
而
己
、
又
何
所
有
哉
。
故
止
若
立
枯
木
、
動
若
運
楠
枝
、
坐
若
死
灰
、
行
若
遊
鹿
。
動
止
之
容
、
吾
所
不
能
一
也
。
其
於
無
心
而
自
得
、
吾
所
不
能
二
也
。
(
費
物
論
篇
注
四
四
頁
)
無
心
と
は
自
然
天
真
に
任
せ
る
も
の
で
、
有
為
的
に
心
を
働
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
れ
が
養
心
の
原
別
で
あ
る
。
人
聞
は
自
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
養
生
に
於
て
自
生
に
任
せ
る
の
が
そ
の
根
本
で
あ
り
、
養
身
に
於
て
身
の
生
理
規
律
に
従
っ
て
行
動
す
る
の
が
そ
の
要
で
あ
り
、
養
心
に
於
て
無
心
に
す
る
の
が
そ
の
精
髄
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
も
の
は
自
然
に
存
在
す
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
(
二
)
修
養
方
法
|
|
「
静
は
性
に
於
て
止
ま
る
」
き
て
、
以
上
養
生
及
び
そ
の
個
別
相
、
つ
ま
り
、
養
身
と
養
心
を
分
析
し
、
そ
こ
に
於
て
、
自
然
に
存
在
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
自
生
に
任
せ
る
、
身
の
生
理
規
律
に
従
う
、
無
心
に
す
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
を
実
現
す
る
方
法
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ー
「
朴
(
楼
)
素
」
夫
美
配
天
者
、
唯
撲
索
也
。
(
天
道
篇
注
四
六
二
頁
)
常
以
純
素
守
乎
至
寂
而
不
蕩
於
外
、
剣
冥
也
O
i
-
-
・
若
不
能
保
其
自
然
之
質
而
雑
乎
外
飾
、
則
雄
犬
羊
之
勝
、
庸
得
謂
之
純
索
哉
。
(
刻
意
篇
注
五
四
六
頁
)
天
の
美
し
さ
に
比
肩
し
得
る
も
の
は
た
だ
「
朴
索
」
の
み
で
あ
り
、
「
朴
素
」
に
従
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
冥
な
る
境
地
に
到
達
す
る
と
と
が
で
き
る
。
「
朴
素
」
の
内
容
と
し
て
は
自
然
の
本
質
を
保
ち
、
有
為
的
な
行
為
を
取
ら
な
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
夫
焦
火
之
熱
、
凝
泳
之
寒
、
皆
喜
怒
並
積
之
所
生
。
若
乃
不
彫
不
琢
、
各
全
其
模
、
則
何
泳
炭
之
有
哉
。
(
在
宥
篇
注
三
七
二
頁
)
華
去
而
撲
全
、
則
雄
局
而
非
矯
也
。
(
知
北
遊
篇
注
七
三
ニ
頁
)
任
朴
而
直
前
也
。
模
索
而
足
。
(
山
木
篇
注
六
八
七
頁
)
人
聞
は
「
其
の
撲
を
全
う
す
る
」
と
「
朴
に
任
せ
る
」
と
い
う
や
り
方
で
行
為
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
「
全
其
撲
」
と
は
事
物
の
自
然
な
姿
と
自
然
な
本
質
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
「
華
を
去
る
」
、
つ
ま
り
、
過
度
な
人
為
的
修
飾
を
取
り
除
く
と
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
修
飾
は
事
物
の
本
来
に
基
づ
か
ず
、
事
物
の
本
質
を
損
う
か
ら
で
あ
る
。
事
物
の
本
性
に
基
づ
き
過
度
な
人
為
的
修
飾
を
取
り
除
い
て
行
わ
れ
る
行
為
は
人
為
的
な
行
為
で
は
な
く
、
自
然
な
行
為
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
任
朴
」
と
は
「
朴
素
」
の
原
則
に
従
う
行
動
を
意
味
す
る
も
の
で
、
「
朴
素
」
は
自
然
な
行
為
に
よ
る
方
法
で
あ
り
、
自
足
を
実
現
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
は
彼
の
人
性
に
対
し
て
の
考
え
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
2 
静
制
郭
象
は
「
動
無
非
邪
也
」
に
「
静
之
則
正
o
」
(
外
物
篇
注
九
三
三
川
頁
)
と
注
釈
し
、
動
静
と
い
う
観
点
か
ら
「
静
」
と
い
う
概
念
を
使
配
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
修
養
の
方
法
と
し
て
の
静
の
開
価
値
は
ど
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
う
か
。
一
間
情
静
而
後
知
不
蕩
、
知
不
蕩
而
性
不
失
也
Oi---知
而
苦
局
、
則
の
無
害
於
情
。
悟
而
自
国
局
、
則
無
傷
於
知
。
斯
可
謂
交
相
養
失
。
靴
(
繕
性
篇
注
五
四
八
1
五
四
九
頁
)
「
知
」
と
は
認
知
で
あ
り
、
一
種
の
事
実
判
断
で
あ
る
と
言
え
る
。
認
l
知
と
い
う
の
は
人
の
行
為
、
価
値
の
判
断
な
ど
に
必
要
不
可
欠
な
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
認
知
自
体
は
主
体
よ
り
行
わ
れ
る
行
為
の
一
つ
で
あ
る
が
、
有
為
的
な
行
為
で
は
な
く
、
認
知
さ
れ
る
物
に
基
づ
い
て
正
し
い
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
「
情
静
」
と
は
心
が
安
ら
か
に
な
っ
て
自
然
に
行
為
す
る
こ
と
を
そ
の
柱
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
認
知
と
心
が
安
ら
か
に
な
る
こ
と
と
は
自
然
な
行
為
を
通
じ
て
互
い
に
助
け
合
う
も
の
と
言
え
よ
う
。
心
が
安
ら
か
に
な
る
こ
と
は
根
本
的
な
も
の
で
、
認
知
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
実
現
す
る
条
件
で
あ
り
、
認
知
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
は
ま
た
本
性
を
失
わ
な
い
た
め
の
条
件
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
心
が
安
ら
か
に
な
る
こ
と
の
意
味
が
見
出
さ
れ
る
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
心
が
安
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
其
任
性
而
無
所
飾
駕
則
淡
失
。
漠
然
静
於
性
而
止
。
(
廃
帝
王
篇
注
二
九
四
頁
)
輿
天
合
徳
、
則
雄
出
而
静
。
此
皆
不
局
而
自
然
也
。
(
天
道
篇
注
四
七
六
頁
)
人
心
之
愛
、
廃
所
不
同
局
。
順
而
放
之
、
則
静
而
自
適
:
:
:
。
(
在
宥
篇
注
三
七
三
頁
)
「
不
潟
市
自
然
」
と
「
順
而
放
之
」
と
は
心
が
安
ら
か
に
な
る
た
め
の
根
幹
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
不
震
而
自
然
」
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
人
間
の
本
性
が
そ
の
規
準
と
根
拠
と
な
る
自
然
な
る
行
為
を
強
調
す
る
も
の
で
、
つ
ま
り
、
心
が
安
ら
か
に
な
る
と
い
う
己
と
は
本
性
に
合
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
本
性
に
合
わ
な
4
い
な
ら
ば
、
心
が
安
ら
か
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
場
面
に
於
て
心
が
安
ら
か
に
な
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
そ
の
方
法
と
は
「
順
而
放
之
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
順
」
と
は
本
性
に
従
う
こ
と
で
あ
る
。
3
坐
忘
郭
象
は
「
解
心
得
神
、
莫
然
元
魂
」
に
「
坐
忘
任
濁
」
(
在
宥
篇
注
三
九
一
頁
)
と
注
釈
し
た
。
そ
の
坐
忘
は
『
荘
子
』
の
中
の
一
つ
の
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
郭
象
の
こ
れ
に
対
す
る
理
解
は
以
下
の
説
明
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
ず
、
坐
忘
の
目
的
を
考
え
て
み
よ
う
。
忘
、
故
能
有
、
若
有
之
、
則
不
能
救
其
忘
失
。
故
有
者
、
非
有
之
而
有
也
、
忘
市
有
之
也
。
(
刻
意
篇
注
五
三
七
頁
)
是
以
遺
物
而
後
能
入
章
、
坐
忘
而
後
能
膝
務
、
愈
遺
之
、
愈
得
之
。
(
大
宗
師
篇
注
二
七
一
頁
)
「
坐
忘
」
と
「
遺
物
」
は
、
い
ず
れ
も
忘
れ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
「
有
」
る
の
は
「
有
る
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
有
」
る
の
で
は
な
く
、
忘
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
有
」
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
有
る
」
た
め
の
根
拠
は
忘
れ
る
こ
と
に
在
る
の
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
忘
れ
る
こ
と
は
「
有
る
」
こ
と
の
条
件
で
あ
り
、
「
有
る
」
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
忘
れ
る
と
と
は
手
段
で
あ
り
、
得
る
こ
と
は
そ
の
目
的
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
坐
忘
の
内
容
を
考
え
て
お
き
た
い
。
乙
の
面
に
於
て
郭
象
は
坐
忘
が
視
、
聴
、
寿
、
夫
な
ど
の
個
体
面
の
も
の
を
包
含
す
る
と
共
同
、
貴
賎
、
名
利
な
ど
の
社
会
面
の
も
の
を
も
含
ま
せ
て
い
担
。
夫
坐
忘
者
、
美
所
不
忘
哉
。
既
忘
其
迩
、
又
忘
其
所
以
迩
者
、
内
不
覚
其
一
身
、
外
不
識
有
天
地
、
然
後
瞭
然
興
出
世
化
局
鰻
而
無
不
通
也
。
(
大
宗
師
篇
注
二
八
五
頁
)
人
之
所
不
能
忘
者
、
己
也
、
己
猶
忘
之
、
又
梁
識
哉
。
斯
乃
不
識
不
知
而
冥
於
自
然
。
(
天
地
篇
注
四
ニ
九
頁
)
忘
其
生
、
則
無
不
忘
臭
、
故
能
随
獲
任
化
、
倶
無
所
窮
覚
。
(
大
宗
師
篇
注
二
六
五
頁
)
内
に
自
分
自
身
の
身
と
外
に
天
地
と
を
含
む
一
切
の
も
の
を
忘
れ
る
の
で
あ
る
。
人
聞
に
と
っ
て
最
も
難
し
い
の
は
自
我
と
自
己
の
生
存
と
を
忘
れ
る
乙
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
変
化
に
応
じ
て
行
動
で
き
る
こ
と
に
も
な
る
。
坐
忘
に
於
て
視
、
聴
、
貴
賎
、
な
ど
は
低
い
段
階
で
の
末
梢
的
な
内
容
で
あ
り
、
そ
の
内
の
一
つ
を
忘
れ
て
も
そ
の
他
の
部
分
の
存
在
に
影
響
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
自
我
と
自
己
の
生
存
と
は
高
い
段
階
で
の
根
本
的
な
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
他
は
も
ち
ろ
ん
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
自
我
と
自
己
の
生
存
と
は
客
観
的
事
実
で
あ
る
も
の
で
、
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
坐
忘
は
自
我
と
自
己
の
生
存
と
を
忘
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
坐
忘
の
方
法
を
究
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
故
至
足
者
、
忘
善
悪
、
遺
死
生
、
血
(
嬰
化
局
一
、
瞭
然
無
不
適
失
:
。
(
(
大
宗
師
篇
注
二
四
三
頁
)
各
自
足
而
相
忘
者
、
天
下
莫
不
然
也
。
(
向
上
二
七
二
頁
)
自
足
は
坐
忘
の
条
件
で
あ
る
。
個
体
に
と
っ
て
乙
れ
を
実
現
す
る
方
法
は
自
足
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
足
は
坐
忘
を
実
現
す
る
方
法
で
あ
る
と
共
に
、
坐
忘
の
条
件
と
前
提
と
も
な
る
。
ま
た
、
坐
忘
は
究
極
的
な
満
足
(
至
足
)
を
実
現
す
る
方
法
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
自
足
を
坐
忘
の
条
件
と
前
提
と
し
た
な
ら
ば
、
坐
忘
は
目
的
論
上
に
お
け
る
自
足
の
計
画
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
坐
忘
は
自
足
の
自
然
な
結
果
で
あ
り
、
究
極
的
な
満
足
は
坐
忘
の
自
然
な
結
果
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
忘
れ
る
状
態
は
常
に
満
足
の
状
態
で
あ
る
か
ら
だ
。
よ
っ
て
、
究
極
的
な
満
足
は
坐
忘
の
価
値
追
究
と
も
言
え
翻
る
。
川
坐
忘
の
目
的
は
得
る
と
と
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
視
、
聴
、
寿
、
矢
田
崎
の
個
体
面
の
も
の
と
貴
賎
、
名
利
の
社
会
面
の
も
の
で
あ
る
が
、
根
慨
本
的
に
は
自
我
と
自
己
の
生
存
で
あ
る
。
坐
忘
の
価
値
を
実
現
す
る
耕
た
め
に
は
自
足
に
頼
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
ず
、
究
極
的
な
満
足
を
実
現
の
す
る
た
め
に
は
坐
忘
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郭
象
の
坐
忘
は
斡
現
実
的
世
界
と
理
想
的
世
界
と
を
通
じ
さ
せ
る
も
の
と
言
え
る
の
で
【
ロ
)
あ
る
。
5
 
4
自
得
得
る
た
め
に
坐
忘
を
行
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
関
わ
っ
て
郭
象
は
『
荘
子
』
の
中
に
わ
ず
か
に
餅
揖
篇
と
譲
王
篇
の
三
箇
所
に
見
え
る
だ
砂
の
「
自
得
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
た
。
ま
ず
、
自
得
の
本
質
に
着
目
し
た
い
。
高
物
高
形
、
同
於
自
得
、
其
得
一
也
。
(
湾
物
論
篇
注
八
二
頁
)
.
:
動
止
死
生
、
盛
衰
駿
興
、
未
始
有
恒
、
皆
自
然
市
然
、
非
其
所
用
而
然
、
故
放
之
而
自
得
也
。
(
天
地
篇
注
四
二
九
頁
)
若
夫
順
物
性
而
不
治
、
則
情
不
逆
而
経
不
鋭
、
玄
献
成
而
自
然
得
也
。
(
在
宥
篇
注
三
八
九
頁
)
万
事
万
物
そ
れ
ぞ
れ
の
形
は
異
な
る
が
、
自
得
と
い
う
点
で
は
同
一
で
あ
る
。
万
物
が
得
る
と
い
う
こ
と
は
自
得
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
事
物
の
死
生
、
盛
衰
な
ど
は
「
自
然
に
し
て
然
る
」
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
有
為
的
な
行
為
を
加
え
ず
に
事
物
の
本
性
に
よ
っ
て
そ
の
事
物
の
自
然
な
働
き
に
任
せ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
人
聞
社
会
に
於
て
例
え
る
な
ら
ば
、
為
政
者
は
有
為
的
な
行
為
を
去
り
、
衆
人
の
本
性
に
従
う
な
ら
ば
、
為
政
者
も
衆
人
も
自
得
に
至
り
、
治
世
の
調
和
と
衆
人
の
和
合
が
自
然
に
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
自
得
は
「
自
然
に
得
」
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
得
の
本
質
的
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
郭
象
の
自
得
を
あ
ら
ゆ
る
面
に
於
て
考
え
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
複
雑
な
面
が
見
ら
れ
る
。
16 
庖
人
「
祝
、
各
安
其
所
司
。
鳥
獣
寓
物
、
各
足
が
」
附
受
。
帝
亮
許
由
、
各
静
其
所
遇
。
此
乃
天
下
之
至
質
也
。
各
得
其
寅
、
又
何
所
属
乎
哉
。
自
得
市
己
突
。
故
発
許
之
行
雄
呉
、
其
於
遁
迄
一
也
。
(
遁
遥
遊
篇
注
二
六
頁
)
故
主
上
不
馬
家
宰
之
任
、
則
伊
呂
静
而
司
罪
実
。
家
宰
不
潟
百
官
之
所
執
、
則
百
官
静
市
御
事
突
。
百
官
不
属
高
民
之
所
務
、
則
寓
民
静
而
安
其
業
突
。
高
民
不
易
彼
我
之
所
能
、
則
天
下
之
彼
我
静
而
自
得
失
。
故
自
天
子
以
下
至
於
庶
人
、
下
及
昆
品
、
執
能
有
局
市
成
哉
。
是
故
調
無
矯
而
禰
尊
也
。(
天
道
篇
注
四
六
一
頁
)
「
安
其
所
司
」
・
「
足
於
所
受
」
・
「
静
其
所
遇
」
は
最
高
か
つ
円
満
な
る
社
会
の
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
の
完
全
な
あ
り
方
を
保
つ
た
め
に
は
有
為
的
な
行
為
に
よ
ら
ず
、
個
体
の
自
得
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
司
」
は
職
業
の
主
管
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
「
家
宰
之
任
」
・
「
百
官
之
所
執
」
・
「
寓
民
之
所
務
」
・
「
彼
我
之
所
能
」
と
は
家
宰
・
百
官
・
万
民
・
彼
我
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
身
分
に
合
わ
せ
て
与
え
ら
れ
た
役
割
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
各
自
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
「
安
其
所
司
」
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
本
質
は
自
然
無
為
な
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
「
安
其
所
司
」
と
は
本
分
内
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
満
足
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
遇
」
は
外
的
社
会
か
ら
与
え
ら
れ
た
後
天
的
な
境
遇
、
機
会
な
ど
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
郭
象
の
「
遇
」
は
「
静
」
・
「
随
」
・
「
安
」
・
「
任
」
な
ど
と
多
く
結
び
付
い
て
い
る
。
意
味
的
に
は
自
然
無
為
が
そ
の
共
通
の
精
神
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
静
其
所
遇
」
と
は
外
的
社
会
か
ら
与
え
ら
れ
た
後
天
的
な
境
遇
な
ど
に
直
面
す
る
時
に
自
然
に
そ
れ
を
受
止
め
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
「
司
」
と
同
様
に
外
的
社
会
に
対
す
る
自
得
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
夫
聾
色
離
畷
、
有
耳
目
者
之
所
貴
也
。
受
生
有
分
、
市
以
所
貴
引
之
、
則
性
命
喪
失
」
(
怯
箆
篇
注
三
五
五
頁
)
と
見
え
る
よ
う
に
人
に
は
生
れ
つ
き
分
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
「
受
」
は
内
的
個
体
が
先
天
的
に
与
え
ら
れ
た
分
を
受
け
取
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
郭
象
の
「
受
」
は
「
足
」
・
「
任
」
・
「
安
」
・
「
止
」
な
ど
と
多
く
結
び
付
い
て
い
一
位
。
こ
れ
も
意
味
的
に
は
自
然
無
為
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
足
於
所
受
」
と
は
性
分
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
、
本
性
に
対
す
る
自
得
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
外
面
の
社
会
に
対
す
る
自
得
と
内
面
の
本
性
に
対
す
る
自
得
は
み
な
個
体
の
本
性
の
あ
る
が
ま
ま
に
基
づ
い
た
行
為
で
あ
り
、
無
為
と
は
そ
の
行
為
の
精
髄
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
理
論
上
、
本
分
の
範
囲
内
に
止
ま
る
行
為
、
つ
ま
り
、
無
為
的
な
行
為
は
自
得
の
柱
で
あ
る
。
で
は
、
実
践
上
に
於
て
何
に
よ
っ
て
そ
の
外
的
自
得
と
内
的
自
得
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
郭
象
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
令
民
自
得
、
必
有
道
也
。
(
徐
無
鬼
篇
注
八
三
三
頁
)
道
不
塞
其
所
由
、
則
寓
物
自
得
其
行
会
。
(
天
地
篇
注
四
O
五
頁
)
以
有
矯
矯
累
者
、
不
能
率
其
自
得
也
。
(
在
宥
篇
注
四
O
一
頁
)
道
に
よ
っ
て
内
外
の
自
得
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
郭
象
の
思
想
の
流
れ
か
ら
考
え
れ
ば
、
彼
が
言
う
道
と
は
自
得
と
相
矛
盾
す
る
有
為
で
は
な
く
、
自
然
無
為
と
通
じ
合
う
も
の
で
あ
る
。
道
は
自
得
の
実
現
の
拠
り
所
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
自
得
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
内
自
得
者
、
外
事
全
也
。
(
因
子
方
篇
注
七
一
九
頁
)
.
:
皆
放
之
自
得
之
場
、
則
不
治
而
自
治
也
。
(
隔
地
帝
王
篇
注
二
九
三
頁
)
悟
倫
自
得
、
乃
可
長
久
。
(
在
宥
篇
注
三
六
五
頁
)
個
体
に
於
て
内
的
自
得
が
備
わ
れ
ば
、
外
へ
の
行
為
は
完
全
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
治
世
に
於
て
支
配
者
は
衆
人
に
有
為
的
な
行
為
を
取
る
こ
と
な
く
、
行
わ
ず
に
衆
人
そ
れ
ぞ
れ
の
自
得
に
任
せ
る
こ
と
で
、
世
が
自
ず
か
ら
平
和
か
つ
安
定
の
状
態
に
な
る
の
で
あ
る
。
結
制
局
、
個
体
に
お
け
る
自
得
が
備
わ
れ
ば
、
長
久
に
つ
な
が
る
の
で
あ
川
る
。
自
得
は
個
体
の
「
謹
年
」
と
世
の
長
久
を
実
現
さ
せ
る
条
件
で
田
川
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
「
守
其
自
得
而
己
」
(
繕
性
篇
注
五
五
慨
七
頁
)
と
見
え
る
よ
う
に
自
得
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
織
る
。
の
自
得
は
自
然
に
得
る
の
で
あ
る
。
個
体
に
と
っ
て
内
的
自
得
(
足
恥
於
所
受
)
と
外
的
自
得
(
安
其
所
司
・
静
其
所
遇
)
と
の
こ
種
が
あ
る
。
内
的
自
得
は
本
性
へ
の
自
得
で
本
性
の
あ
る
が
ま
ま
に
任
せ
る
こ
と
が
そ
の
根
本
で
あ
る
。
外
的
自
得
は
社
会
へ
の
自
得
で
役
割
、
境
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遇
に
満
足
す
る
と
と
が
そ
の
真
髄
で
あ
る
。
自
得
を
実
現
さ
せ
る
も
の
は
道
、
す
な
わ
ち
自
然
無
為
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
自
得
に
よ
っ
て
個
体
の
「
護
年
」
と
世
の
長
久
を
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
得
の
社
会
的
作
用
な
の
で
あ
る
。
郭
象
は
「
生
は
養
を
以
て
存
す
る
」
と
い
う
考
え
を
提
出
し
、
道
徳
修
養
を
強
調
し
た
。
道
徳
修
養
は
養
生
と
も
一
盲
い
、
具
体
的
に
は
養
身
と
養
心
と
を
含
ん
で
い
る
。
個
体
に
と
っ
て
身
は
自
分
自
身
の
私
物
で
は
な
い
。
こ
れ
は
身
は
自
然
に
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
個
体
は
死
生
に
直
面
す
る
時
に
積
極
的
行
為
を
取
っ
て
そ
れ
に
対
処
打
開
し
よ
う
と
し
て
も
死
生
そ
の
も
の
の
事
実
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
養
身
こ
そ
が
人
生
を
全
う
す
る
こ
と
と
生
命
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
完
全
に
働
か
せ
、
そ
の
価
値
を
完
全
に
実
現
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
養
心
は
心
の
あ
る
が
ま
ま
に
任
せ
て
心
を
有
為
的
に
働
か
せ
な
い
と
い
う
の
が
肝
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
修
養
の
具
体
的
な
方
法
と
は
「
任
朴
而
直
前
」
・
「
静
於
性
而
止
」
・
「
坐
忘
任
濁
」
・
「
守
其
自
得
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
根
底
に
通
じ
合
う
も
の
は
自
然
無
為
で
あ
る
。
乙
の
四
者
は
修
養
実
践
の
連
関
を
構
成
す
る
も
の
で
、
自
得
と
は
支
配
的
連
関
の
支
配
的
部
分
な
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
得
の
精
神
は
連
関
す
る
他
の
三
つ
の
部
分
を
貫
く
も
の
で
、
他
の
部
分
は
自
得
の
具
体
的
な
姿
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
自
得
の
主
導
的
な
役
割
を
完
全
に
果
た
す
に
は
他
の
部
分
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
自
得
の
主
導
的
な
役
割
を
完
全
に
果
た
す
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こ
と
は
そ
の
連
関
を
円
滑
に
働
か
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
な
の
で
あ
る。
終
わ
り
に
社
会
に
対
す
る
道
徳
教
化
は
外
的
道
徳
実
践
で
あ
り
、
個
人
に
お
け
る
道
徳
修
養
は
内
的
道
徳
実
践
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
両
者
の
統
一
ζ
そ
郭
象
の
道
徳
実
践
の
全
体
で
あ
る
。
外
的
面
か
ら
す
る
と
、
内
的
修
養
は
外
的
教
化
を
円
満
に
実
現
さ
せ
る
条
件
で
も
あ
れ
ば
、
教
化
の
効
果
の
具
現
と
教
化
の
実
行
に
結
び
つ
げ
る
も
の
で
も
あ
る
。
内
的
面
か
ら
す
る
と
、
外
的
教
化
は
内
的
修
養
に
人
生
目
標
、
価
値
観
な
ど
の
道
徳
情
報
を
提
供
す
る
と
共
に
、
良
い
社
会
風
習
を
創
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
郭
象
の
場
合
、
こ
の
内
外
を
通
じ
合
わ
せ
る
も
の
と
し
て
人
間
の
本
性
に
従
う
こ
と
と
、
自
然
無
為
の
行
為
を
取
る
こ
と
と
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
個
体
に
対
す
る
尊
重
の
現
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
学
と
習
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
厳
密
に
区
別
し
た
。
学
と
は
個
体
素
質
に
本
々
備
わ
ら
な
い
も
の
を
強
引
に
附
加
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
こ
う
し
た
個
体
素
質
に
基
か
な
い
学
に
強
く
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
言
付
け
加
え
れ
ば
、
彼
は
、
当
時
の
「
無
」
に
関
わ
る
考
え
に
対
し
て
、
表
頗
の
崇
有
の
立
場
に
基
づ
き
な
が
ら
、
「
物
各
自
生
」
と
い
う
考
え
を
主
張
し
た
が
、
実
践
範
囲
の
自
然
無
為
・
本
性
へ
の
随
順
・
本
性
に
よ
る
教
化
自
体
の
調
整
・
制
御
等
に
於
て
は
貴
無
論
の
王
弼
と
全
く
同
様
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
な
お
、
郭
象
の
実
践
倫
理
思
想
の
全
体
的
究
明
に
は
、
そ
の
道
徳
実
践
の
目
的
と
し
て
の
人
格
養
成
の
問
題
を
も
考
察
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
、
こ
ζ
で
は
教
化
と
修
養
に
限
っ
て
述
べ
る
と
と
に
し
た
。
‘王(1)
「
唯
秋
水
至
梁
二
篇
未
覚
、
而
秀
卒
。
秀
子
幼
、
義
遂
零
落
。
然
猶
有
別
本
。
郭
象
者
、
属
人
薄
{
ぺ
有
偶
才
。
」
注
「
文
土
停
目
、
象
字
子
玄
、
河
南
人
、
少
有
才
理
、
慕
道
好
事
、
記
志
老
荘
、
時
人
成
以
局
王
弼
之
亜
。
」
(
『
世
説
新
語
』
文
皐
篇
)
(2)
「
少
有
才
理
、
好
老
荘
、
能
清
言
。
:
:
州
郡
僻
召
、
不
就
。
常
閑
居
、
以
文
論
自
娯
」
、
「
東
海
王
越
引
矯
太
侍
主
薄
、
甚
見
親
委
、
遂
任
職
首
権
、
黒
灼
内
外
、
:
・
・
:
」
(
『
音
書
」
巻
五
十
郭
象
伝
)
な
ど
を
参
照
。
(3)
「
音
書
」
巻
四
十
九
向
秀
伝
(
4
)
(
1
)
を
参
照
。
(5)
頁
数
は
『
荘
子
集
緯
』
(
郭
慶
務
輯
、
中
華
書
局
一
九
六
一
年
七
月
)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
(
6
)
朱
胎
庭
主
編
『
中
国
侍
統
倫
理
思
想
史
』
(
華
東
師
範
大
学
出
版
社
一
九
八
九
年
六
月
)
、
唐
宇
元
著
『
中
国
倫
理
思
想
史
』
(
〔
台
湾
〕
文
津
出
版
社
一
九
九
六
年
八
月
)
、
湯
一
介
『
郭
象
与
貌
晋
玄
学
」
(
湖
北
人
民
出
版
社
一
九
八
三
年
一
O
月
)
、
許
杭
生
等
著
『
貌
晋
玄
学
史
」
郭象の実践倫理思想(許)
(
陳
西
師
範
大
学
出
版
社
一
九
八
九
年
七
月
)
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
(7)
福
永
光
司
氏
の
存
在
論
の
立
場
か
ら
無
・
無
為
・
無
名
な
ど
の
概
念
及
び
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
「
郭
象
の
荘
子
解
釈
|
|
主
と
し
て
「
無
」
「
無
為
」
「
無
名
」
に
つ
い
て
|
|
」
(
『
哲
学
研
究
』
京
都
哲
学
会
第
四
百
二
十
四
号
一
九
五
四
年
六
月
、
第
四
百
二
十
五
号
一
九
五
四
年
七
月
)
、
関
正
郎
氏
の
自
然
に
対
し
て
の
「
郭
象
の
荘
子
注
に
み
ら
れ
る
自
然
そ
の
他
」
(
『
人
文
科
学
研
究
』
新
潟
大
学
第
二
八
輯
一
九
六
五
年
三
月
)
、
戸
川
芳
郎
氏
の
政
治
の
立
場
か
ら
そ
の
思
想
に
対
す
る
「
郭
象
の
政
治
思
想
と
そ
の
『
荘
子
注
』
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
」
第
十
八
集
一
九
六
六
年
)
、
中
嶋
隆
誠
氏
の
理
・
命
・
分
・
性
な
ど
の
概
念
及
び
そ
の
関
係
に
つ
い
て
の
「
郭
象
の
思
想
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
第
四
二
号
一
九
七
O
年一
O
月
)
、
堀
池
信
夫
氏
の
実
践
論
の
角
度
か
ら
無
為
・
無
心
な
ど
に
つ
い
て
の
「
郭
象
思
想
の
研
究
」
(
『
漢
貌
思
想
史
研
究
』
明
治
書
院
一
九
八
八
年
一
一
月
)
、
中
嶋
隆
瀬
氏
の
至
人
に
お
け
る
高
次
の
自
得
と
個
物
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
低
次
の
自
得
と
の
二
種
が
あ
る
と
す
る
「
自
得
の
思
想
」
(
内
藤
幹
治
編
『
中
国
的
人
生
観
・
世
界
観
」
東
方
書
底
一
九
九
四
年
三
月
)
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
(B)
研
究
資
料
に
は
『
荘
子
注
』
、
皇
侃
『
論
一
語
義
疏
』
に
見
ら
れ
る
『
論
語
健
略
』
の
一
部
分
が
上
げ
ら
れ
る
。
(9)
「
郭
象
関
於
『
有
吾
一
回
』
和
『
無
言
』
的
理
論
」
(
漏
友
蘭
『
中
国
哲
学
史
新
編
』
第
四
冊
、
第
四
十
一
章
、
第
六
節
、
人
民
出
版
社
一
九
八
六
年
九
月
)
(
日
)
忘
視
而
自
見
、
忘
聴
而
自
問
、
則
神
不
援
而
形
不
邪
也
。
(
在
宥
篇
注
三
八
二
頁
)
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忘
寄
夫
於
胸
中
、
況
窮
通
之
閲
哉
。
(
天
地
篤
注
四
一
O
頁
)
有
不
能
忘
形
、
則
随
形
所
遭
而
陥
於
菱
築
、
左
右
無
宜
也
。
(
外
物
篇
注
九
二
二
頁
)
(
日
)
忘
貴
賎
也
。
(
感
帝
王
篇
注
一
一
六
)
六
頁
)
憐
道
徳
之
不
矯
、
謝
冥
復
之
無
迩
、
故
絶
操
行
、
忘
名
利
、
従
容
吹
累
、
遺
我
忘
役
、
若
斯
而
巳
失
。
〔
餅
栂
篇
注
三
二
九
頁
)
(
ロ
)
中
野
達
「
郭
象
に
お
げ
る
坐
忘
」
(
『
東
方
宗
教
』
日
本
道
教
学
会
第
七
五
号
一
九
九
O
年
五
月
)
を
参
照
。
(
日
)
夫
工
人
無
銭
於
刻
木
而
有
馬
於
用
斧
、
主
上
無
矯
於
親
事
而
有
馬
於
用
臣
。
臣
能
親
事
、
主
能
用
臣
。
斧
能
刻
木
而
工
能
用
斧
。
各
嘗
其
能
、
則
天
理
自
然
、
非
有
局
也
ロ
若
乃
主
代
臣
事
、
則
非
主
由
民
。
巨
乗
主
用
、
則
非
臣
奏
。
故
各
司
其
任
、
則
上
下
成
得
而
無
局
之
理
至
突
。
(
天
道
篇
注
四
六
五
1
四
六
六
頁
)
(
H
H
)
故
凡
所
不
遇
、
弗
能
遇
也
、
其
所
遇
、
弗
能
不
遇
也
。
故
才
全
者
、
随
所
遇
而
任
之
。
(
徳
充
符
篇
注
一
二
三
頁
)
所
遇
而
安
、
故
無
所
嬰
従
也
。
(
達
生
篇
注
六
六
二
頁
)
(
日
)
所
知
各
有
限
也
。
生
時
各
有
年
也
。
莫
若
安
於
所
受
之
分
而
己
。
(
秋
水
篇
注
五
七
一
頁
)
止
於
所
受
之
分
。
(
達
生
篇
注
六
三
五
頁
)
存
亡
無
所
在
、
任
其
所
受
之
分
、
則
性
命
安
実
。
(
在
宥
篇
注
三
六
八
頁
)
